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<患者様連絡事項＞

· 磯島貴浩様～本日、母様の面会あり、タバコなどの差し入れもありました。母様より「病　　

院から家へ電話をする際の時間を、以前は夜の9時だったのを今後は朝の7時にしてほしい」との要望あります。理由については、本人が以前壊した物（職場の壁など）の修理費についての電話が21時に集中してくるため。（21時は電話がつながるということを知っているのか…）家族へ電話する際は、7時にするようにしましょう。また、買物カードを作成するということで月々4000～5000円の小遣いだそうです。たばこは一ヶ月分ずつ差し入れするということでした。

· 佐々木尚子様～咽頭痛と痰のからみを訴えています。発熱は見られません。内服薬処方

となっています。

1 PL　3P　3×1

2 オラドールトローチ　4T　4×1

· 佐々木浩志様～身体の掻痒感訴えており、左大腿部・背部・左体幹に発赤見られていま

す。主治医（安ヶ平Dr）診察にて、皮膚科の診察を受けるようにとのことで特に処方はありませんでした。27日（月）の皮膚科診察とします。

＜要注目患者様＞

· 古川徳一様～昨日、東病棟合併症室に入院となっています。入院後はバイタル異常はな

く、食事も自力にて全量摂取できており嘔気や嘔吐もありません。以前に比べると活気あり元気見られています。今後は、身体症状の観察を中心にジギタリス中毒症状の出現や異常の早期発見に努めるようにしましょう。また、精神状態の観察も行い徘徊有無や夜間の睡眠状態に注意して、本人の安全を守りながらケアしましょう。

· 巴勇樹様～落ち着き全くなく多弁多動です。来詰しては呂律不良ぎみに意味不明な話を

したり、他室へ侵入し他者の私物を勝手にいじるといった迷惑行為も見られています。夜間の睡眠時間も少なくなっています。本日、面会あってますが落ち着きに欠け高笑いなど見られています。他者とのトラブルに至る可能性も考えられるため、そのようになる前に介入していきましょう。また、本人の訴えに傾聴し不安の軽減にも努め、夜間の睡眠もたもたれるようケアしましょう。

· 鳴瀬裕之様～ホール内徘徊しながら、大声での独語や叫ぶこと続いています。食事から

帰棟時、オートドアの前にスタッフが立ち進行方向をふさいでしまうと「この野郎！」とスタッフを軽く叩くことも見られています。職員への暴力行為や他者とのトラブルが考えられるため、本人が何に反応して大声で叫んだり独語をしているのか観察し、コミュニケーションを図っていく必要があります。また、トラブルに至らないようその都度介入していきましょう。

· 磯島貴浩様～本日、母様の面会ありました。本人、待ちに待った面会だった様子です。

面会後の本人の状態に注意し、少しの変化でも見逃さないように観察し関わっていくようにしましょう。

＜SST評価及び検討＞

· 11月25日（土）：A1・B1・A2・B2グループ

· 11月26日（日）：B3・Cグループ

· 11月の4週目なので短期目標の評価を行なっています。短期目標について100点満点中何点だったかを聞き、足りない点数についてどこを改善すれば100点になるか聞いています。また、その点数に応じて、来月につなげていくよう介入しています。患者様によっては、出来ているのに低い点数をつけたり、出来ていないのに高い点数をつけたりすることもあるので自己洞察を促していく介入も必要となっています。患者様の意見を引き出せるよう行なっていきましょう。













